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             意味（Bedeutung）    意義（Sinn） 
   固有名（Eigenname）    対象          対象の与えられ方 
   述語            概念（不飽和）        文の意義への貢献？ 






















































































































































































「Ｈａ」が真である ｉｆｆ Ｖ（ａ）∈Ｖ（Ｆ）  
          ｉｆｆ 名前「ａ」の指示する対象アキコが、 
述語「Ｈ」の指示する集合{ｘ｜ｘは幸せだ}の要素である。 
＜複合文のＴ文＞ 
「￢ｐ」が真である ｉｆｆ 「ｐ」が真でない。 
「ｐ＆ｑ」が真である ｉｆｆ 「ｐ」が真であり、かつ「ｑ」が真である 
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「ｐｖｑ」が真である ｉｆｆ 「ｐ」が真である、あるいは「ｑ」が真である 





「￢Ｋｂ＆Ｈｂ」が真である ｉｆｆ 「￢Ｋｂ」は真であり、かつ「Ｈｂ」が真である。 
「￢Ｋｂ」が真である ｉｆｆ 「Ｋｂ」が真でない。 
「Ｋｂ」が真である ｉｆｆ ボブが金持ちの集合に属する。 
「Ｈｂ」が真である ｉｆｆ ボブが幸せなものの集合に属する。 
 
真理条件意味論の説明としては、以上ではまだ不十分です。まだ根本的な欠陥が残されています。 
 
ただし、次回は番外編として「形而上学の歴史と現在」について話します。 
 
 
 
 
